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一
　
序
論

　

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
の
司
法
制
度
の
中
で
、
香
港

検
死
官
裁
判
所
（
死
因
裁
判
法
廷
）
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
統
治
期

（
一
八
四
一
〜
一
九
九
七
）
の
遺
産
で
あ
る
基
本
法
の
慣
習
と
法
令

に
即
し
た
法
的
系
譜
を
た
ど
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
一
九
九
七
年
の

香
港
返
還
以
後
、
検
死
官
裁
判
所
は
、
香
港
の
政
治
的
・
社
会
的
な

状
態
全
般
に
勧
告
し
て
い
る
と
い
え
る
。
香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ

た
こ
と
で
、
香
港
は
よ
り
中
国
大
陸
化
し
て
い
る
と
の
予
想
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
反
〉
1
〈

し
、
香
港
は
よ
り
独
自
性
を
発
揮
し

て
お
り
、
香
港
検
死
官
裁
判
所
も
こ
の
政
治
的
・
社
会
的
状
態
に
紛

れ
も
な
く
属
し
て
い
る
。
基
本
法
の
特
定
項
目
を
通
じ
て
、
返
還
以

前
の
香
港
の
法
的
・
経
済
的
状
態
と
と
も
に
検
死
官
裁
判
所
に
引
き

継
が
れ
、
検
死
官
裁
判
所
は
今
で
は
よ
り
独
立
的
な
司
法
権
を
有
し

て
お
り
、
以
前
と
比
較
し
、
よ
り
政
治
に
批
判
的
な
市
民
に
対
し
て

司
法
業
務
を
提
供
し
て
い
る
。
よ
り
広
範
な
民
主
主
義
の
成
立
へ
の

歩
み
を
政
府
が
踏
み
出
さ
な
い
こ
と
へ
の
欲
求
不
満
の
せ
い
で
、
多

く
の
香
港
住
民
が
、
例
え
ば
高
等
裁
判
所
や
上
告
裁
判
所
に
対
し
て

市
民
を
代
表
し
て
説
明
し
干
渉
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
香
港
で
の
、
市
民
の
期
待
を
代
弁
し
た
機
関
と
し
て
、
最
も
社

会
的
な
関
わ
り
が
あ
る
一
方
で
、
香
港
の
法
や
社
会
に
つ
い
て
の
研

死
と
市
民
安
全
の
司
法
化 

　
─
─
香
港
に
お
け
る
検
死
官
裁
判
所
の
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
の
役
割
─
─

黄
錦
標
＋
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リ
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ノ
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ト
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究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

機
関
に
検
死
官
裁
判
所
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

検
死
官
裁
判
所
の
機
能
が
、
変
貌
す
る
社
会
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
る
の
か
を
ま
ず
問
い
た
い
。
特
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一

二
年
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
時
期
が
、
返
還
後
の
一
般
的
な
発
展

に
沿
っ
て
、
香
港
の
安
定
に
対
す
る
公
衆
衛
生
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流

行
、
自
殺
、
薬
物
使
用
の
増
加
）
と
政
治
的
課
題
（
労
働
争
議
、
デ

モ
）
と
い
う
最
も
顕
著
な
問
題
を
含
む
だ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
期
間
、
検
死
官
は
市
民
の
安
全
の
た
め
に
躊
躇
な
く
意
見

を
発
す
る
申
立
人
と
な
り
、
社
会
に
お
い
て
少
数
派
の
人
々
の
た
め

の
積
極
的
な
運
動
者
と
な
る
べ
く
、
死
亡
診
断
と
い
う
伝
統
的
な
司

法
上
の
役
割
を
拡
大
し
た
。

　

司
法
制
度
は
非
慣
習
的
な
役
割
に
至
り
、
新
し
い
機
能
や
補
助
的

な
機
能
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
階
級
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
内
で
の
交
渉
﹇C

om
aroff and C

om
aroff 2006

﹈

や
調
剤
安
全
の
権
利
の
付
与
﹇Biehl 2013 ; Biehl, A

m
on, Social 

and Petryna 2012

﹈
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
代

社
会
の
傾
向
に
伴
い
、
法
律
的
側
面
を
研
究
す
る
文
化
人
類
学
者
が

注
目
し
て
き
た
。Biehl

﹇2013

﹈
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
治
制
度
改

革
が
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
健
康
サ
ー
ビ
ス
を
権
利
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
政
府
に
対
し
抗
議
す
る
裁
判
所
関
係
者
を
採
用
す
る

司
法
組
織
を
開
放
し
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
「
生
政
治
の
司

法
化
」﹇Biehl 2013 : 419

﹈
は
、「
現
実
的
な
」
政
策
が
普
及
す
る

べ
き
だ
っ
た
（
あ
る
い
は
、
普
及
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
）
新
自
由
主

義
的
な
解
決
の
一
種
と
な
り
つ
つ
あ
る
。「
生
政
治
の
司
法
化
」
は

個
別
の
新
し
い
権
限
の
請
求
者
と
と
も
に
、
裁
判
所
が
医
療
の
利
用

が
可
能
と
な
る
よ
う
な
「
副
次
的
な
基
盤
」﹇Ibid.: 422

﹈
を
作
り

出
し
て
い
る
。
検
死
官
の
役
割
で
は
、
政
治
制
度
や
法
律
の
変
化
は

近
年
な
く
、
訴
訟
関
係
者
に
そ
の
権
利
を
割
り
当
て
ら
れ
て
も
い
な

け
れ
ば
、「
訴
訟
関
係
者
」
さ
え
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
香
港
の

場
合
、
検
死
官
裁
判
所
が
検
死
官
の
本
来
の
役
割
を
越
え
、
今
や
お

お
よ
そ
政
治
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
新
自
由
主
義
経
済
の
安
息
地

と
表
現
さ
れ
る
社
会
で
、
香
港
検
死
官
裁
判
所
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
「
副
次
的
な
基
盤
」
に
、
香
港
市
民
社
会
の
潜
在
的
な
も
の
が

存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

香
港
検
死
官
裁
判
所
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
は
、
本
来
の
役
割
と

は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
一

つ
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。『
ラ
ン
セ
ッ
ト
』
誌
の
一
九
九
〇
年
に
発

表
さ
れ
た
短
い
論
文
の
中
で
、
ダ
イ
ア
ナ
・
ブ
ラ
ハ
ム
（D

iana 
Braham

s

）
は
、
あ
る
判
決
に
つ
い
て
の
高
等
法
院
の
司
法
審
査
に

対
す
る
香
港
検
死
官
の
判
断
を
「
あ
ま
り
に
リ
ベ
ラ
ル
な
手
段
」
で

あ
る
と
表
現
し
て
い
る
﹇Braham

s 1990 : 559

﹈。
こ
の
事
例
に
お

い
て
は
、
検
死
官
裁
判
所
は
、
例
外
的
に
長
い
死
因
審
問
（
五
週

間
）
を
命
じ
て
、
病
院
で
死
に
至
っ
た
標
準
治
療
へ
の
証
言
を
要
求

し
、
医
者
の
処
置
が
適
切
で
な
か
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
件

に
対
し
、
司
法
権
を
超
越
し
た
と
し
て
高
等
法
院
に
お
い
て
批
判
さ
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れ
て
い
た
。
結
局
、
高
等
法
院
は
広
範
な
死
因
審
問
が
適
切
だ
と
し

て
検
死
官
側
に
つ
い
た
と
、
ブ
ラ
ハ
ム
は
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　
　

実
際
に
、
十
分
に
長
い
審
問
を
経
れ
ば
、
過
失
に
つ
い
て
は

疑
い
が
深
ま
る
か
晴
れ
る
だ
ろ
う
。
説
得
力
の
あ
る
証
拠
が
審

問
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
近
親
者
が
感
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

よ
り
長
期
の
訴
訟
と
苦
痛
が
伴
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
で

は
、
検
死
官
の
仕
事
は
慎
重
さ
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
死
因

審
問
に
お
い
て
真
偽
の
わ
か
ら
な
い
過
失
が
捏
造
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。﹇Braham

s 1990 : 560
﹈

　

検
死
官
の
行
為
が
、
他
の
司
法
上
の
手
続
き
の
結
果
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
彼
は
指
摘
し
て
い
る

が
、
よ
り
広
範
な
視
点
を
も
っ
て
、
検
死
官
の
判
決
に
お
け
る
影
響

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　

検
死
官
裁
判
所
の
活
動
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
歴
史
的
展
開

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
ま
た
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
下
で
、
ま

た
植
民
地
以
降
の
香
港
の
文
脈
の
下
で
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
そ
れ
以

後
の
十
年
間
の
香
港
検
死
官
裁
判
所
が
報
告
し
た
事
例
に
つ
い
て
注

目
し
て
い
き
た
い
。
死
亡
診
断
を
し
な
が
ら
も
、
珍
し
く
積
極
的
に

お
こ
っ
た
住
民
か
ら
の
市
民
の
安
全
へ
の
抗
議
に
よ
り
、
検
死
官
裁

判
所
が
政
治
的
立
場
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
直
接
的
に
企
業
や
政
府

と
の
論
争
に
お
い
て
住
民
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
死
亡
診
断
と
市
民
の
安
全
の
「
司
法

化
」
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
裁
判
官
の
名
に
お
い
て
、
検
死
官
が

市
民
の
不
満
を
集
め
共
有
し
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
と
企
業

か
ら
の
市
民
へ
の
対
応
が
促
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
政
府
や
企
業
と

い
っ
た
組
織
は
市
民
の
政
治
的
意
志
へ
対
応
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
な
い
所
以
か
ら
で
あ
る
。
本
研
究
は
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
結
論

よ
り
も
将
来
の
共
同
研
究
の
た
め
の
調
査
と
見
解
に
一
層
の
方
向
性

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
　
検
死
官
裁
判
所
の
歴
史
的
経
緯

　

香
港
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
遺
産
と
し
て
、
一
一
九
四
年
の

巡
察
に
関
す
る
条
項
（the A

rticles of E

〉
2
〈yre

）
に
検
死
官
裁
判
所
に

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
ま
で

遡
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
系
譜
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
テ
ン
語
で

は
、
最
初
の
検
死
官
裁
判
所
の
称
号
はcustos placitorum

 coronae

（
王
国
に
つ
い
て
の
嘆
願
の
番
人
）
で
あ
っ
た
。
司
法
上
の
職
務

は
、
突
然
死
の
調
査
と
王
国
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
特
別
な
任
務

│
│
例
え
ば
、
王
の
判
事
が
巡
回
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
訪
問
す
る
ま

で
の
間
に
司
法
か
ら
王
へ
生
じ
る
経
済
的
な
利
益
に
つ
い
て
の
記
録

業
務
な
ど
│
│
で
あ
る
。
中
世
で
は
判
事
は
住
人
へ
の
普
通
税
を
課

す
形
で
存
在
し
て
い
た
が
、
中
世
の
検
死
官
は
、
騎
士
に
対
し
て
王

の
独
立
財
源
を
収
集
し
、
諸
侯
や
シ
ェ
リ
フ
（
州
長
官
）
の
権
限
を

検
査
し
て
い
た
。
実
際
は
、
検
死
官
裁
判
所
の
最
も
初
期
形
態
に
お
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い
て
は
、
司
法
権
と
徴
税
権
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。

　

検
死
官
の
正
統
性
や
覇
権
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
王
の
公
認
も
得

な
が
ら
、
選
出
さ
れ
る
こ
と
で
合
理
化
さ
れ
た
。
独
立
し
た
検
死
官

は
国
の
自
由
民
の
集
会
で
選
ば
れ
た
。
突
然
死
や
変
死
の
場
合
に

は
、
遺
体
発
見
者
は
検
死
官
に
知
ら
せ
る
義
務
が
課
さ
れ
た
。
現
在

で
も
、
独
立
し
た
死
因
診
断
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
香
港
で
は
検
死
官
裁

判
所
が
司
法
行
政
を
自
衛
す
る
上
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。
検
死
官
は

遺
体
を
埋
葬
す
る
前
に
、
独
自
に
死
因
診
断
を
行
う
司
法
的
義
務
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
死
官
の
権
限
は
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
死
因
の

調
査
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
一
二
一
五
年
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
の
条

項
「
シ
ェ
リ
フ
、
城
代
、
検
死
官
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
朕
の
執
行

吏
は
、
朕
の
王
冠
訴
訟
を
開
廷
す
る
こ
と
が
で
き
な
）
1
（

い
」
で
は
、
検

死
官
は
判
決
し
て
は
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

初
期
の
検
死
官
は
神
明
裁
判
と
い
う
非
文
明
的
な
習
慣
に
も
従
事

し
て
い
た
。
彼
は
王
へ
の
務
め
と
し
て
、
事
例
の
詳
細
を
記
録
し
、

押
収
し
た
財
産
を
保
管
し
た
。
一
二
七
五
年
に
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
憲
章
で
検
死
官
の
法
的
な
義
務
に
つ
い
て
の
定
義
が
成
文
化
さ

れ
た
。
一
三
六
〇
年
に
は
治
安
判
事
裁
判
所
法
（the Justice of 

Peace A
ct

）
に
よ
っ
て
、
初
期
治
安
判
事
が
設
け
ら
れ
、
司
法
に
お

け
る
検
死
官
の
役
割
を
弱
体
化
さ
せ
た
。
一
五
〇
〇
年
代
に
は
、
検

死
官
の
固
有
の
権
限
は
突
然
死
と
変
死
の
調
査
に
ま
で
限
定
さ
れ

た
。
一
七
五
一
年
検
死
官
法
（the C

oroner’ s A
ct

）
は
、
検
死
官

の
行
う
業
務
に
対
す
る
報
酬
と
業
務
の
過
失
に
よ
る
検
死
官
の
解
任

を
規
定
し
、
政
府
官
僚
か
ら
独
立
し
た
報
酬
を
与
え
ら
れ
た
判
事
と

し
て
、
検
死
官
は
正
式
に
司
法
制
度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
れ

に
よ
り
判
事
と
し
て
の
業
務
の
過
失
に
よ
り
、
無
能
な
検
死
官
の
解

任
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

工
業
化
、
交
通
の
発
達
、
商
業
化
、
都
市
化
、
劣
悪
な
環
境
の
工

場
で
の
労
働
者
へ
の
虐
待
等
に
よ
る
社
会
の
複
雑
さ
が
増
す
に
つ

れ
、
法
律
も
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
交
通
の
発
達
に
伴

い
、
共
通
の
社
会
現
象
と
し
て
、
雇
用
機
会
を
求
め
て
人
々
が
都
市

へ
と
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
業
都
市
の
人
口
密
度
が
増
加

し
、
よ
り
多
く
の
制
度
に
よ
る
規
定
が
必
要
と
な
っ
た
。
一
八
三
六

年
の
出
生
死
亡
証
明
法（the Birth and D

eath R
egistration A

ct

）

の
施
行
で
、
登
録
官
の
承
認
、
も
し
く
は
検
死
官
の
指
示
が
な
け
れ

ば
、
埋
葬
は
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
の
法
令
で
、
検
死
官
は
全
て
の
審
問

で
の
判
決
を
登
録
官
に
伝
え
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年

に
、
検
死
官
は
法
医
学
的
な
側
面
と
し
て
、
死
因
調
査
の
実
施
と
鑑

定
書
の
提
供
を
医
師
に
要
求
で
き
る
権
限
を
付
与
さ
れ
た
。
個
人
の

死
と
刑
事
責
任
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
を
調
査
す
る
た
め

に
、
検
死
官
に
よ
っ
て
関
連
す
る
公
的
機
関
へ
事
例
が
割
り
振
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
世
紀
に
は
、
産
業
革
命
と
都
市
化
の
暗
い
側
面
が
英
国
社
会

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
交
通
事
故
の
最
初
の
犠
牲

者
で
あ
る
ブ
リ
ッ
ド
ゲ
ッ
ト
・
ド
リ
ス
コ
ー
ル（Bridget D

riscoll

）

婦
人
は
、
一
八
八
六
年
八
月
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
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入
り
口
付
近
で
自
動
車
に
衝
突
し
、
死
亡
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
一
八
八
七
年
の
検
死
官
法
（the C

oroners A
ct

）
で
は
、
こ
の

よ
う
な
不
自
然
死
の
増
加
へ
の
法
社
会
の
反
応
と
し
て
、
個
人
の
死

に
お
け
る
社
会
文
化
的
な
問
題
と
法
的
責
任
を
提
起
す
る
裁
判
所
と

し
て
認
識
さ
れ
る
検
死
官
裁
判
所
が
発
展
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
パ

ブ
で
の
死
因
診
断
を
禁
止
す
る
こ
と
で
、
司
法
制
度
の
重
要
な
要
素

と
し
て
検
死
官
裁
判
所
の
司
法
上
の
正
当
性
と
覇
権
を
高
め
た
。
つ

ま
り
、
検
死
官
裁
判
所
が
個
人
の
突
然
死
の
真
実
に
関
し
て
、
検
死

を
行
う
特
権
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
二
六
年
検
死
官
法
の
施
行
に
よ
り
、
検
死
官
の
職
務
が
取
り

調
べ
に
特
化
さ
れ
た
。
検
死
官
は
、
殺
人
、
過
失
致
死
、
幼
児
殺
害

の
罪
で
起
訴
し
、
身
柄
を
送
検
す
る
司
法
上
の
権
限
を
保
持
し
つ
つ

も
、
起
訴
さ
れ
る
べ
き
刑
事
訴
訟
が
終
結
す
る
ま
で
、
審
問
を
延
期

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
検
死
官
の
職
務
が
尋
問
の
形
態
を
取
っ
て
い

る
点
に
関
し
、
一
九
二
六
年
法
で
は
、
検
死
官
は
法
学
も
し
く
は
医

学
に
関
す
る
専
門
的
な
資
格
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
条
件
が
設

け
ら
れ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
歴
史
で
は
、
ま
ず
検
死
官
裁
判
所
の

判
事
の
職
務
が
専
門
化
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
刑
法
（C

rim
inal 

A
ct

）
に
お
い
て
、
死
因
を
審
問
す
る
裁
判
所
の
司
法
上
の
役
割
を

規
定
し
、
検
死
官
の
職
務
を
よ
り
専
門
化
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
一
九
七
七
年
刑
法
に
よ
っ
て
、
犯
罪
を
摘
発
す
る
と
い
う
役
割

が
目
的
に
加
わ
り
、
検
死
官
の
罪
人
を
収
容
す
る
権
限
を
剥
奪
す
る

こ
と
で
、
司
法
上
で
の
分
業
が
図
ら
れ
た
。
死
亡
者
数
が
増
大
し
、

検
死
官
裁
判
所
の
検
死
官
の
数
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
検
死

官
が
、
全
て
の
死
亡
事
例
に
お
い
て
遺
体
を
検
査
す
る
と
い
う
本
来

の
職
務
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
検
死
官
法
に
よ
り
、

こ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
作
業
手
続
き
が
円
滑
化
さ
れ
、
検
死
官
裁

判
所
の
仕
事
量
が
減
少
し
た
。

　

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統
の
下
、
検
死
官
の
歴
史
的
な
発
展
に
つ
い

て
詳
細
に
記
述
す
れ
ば
本
来
の
職
務
が
徴
税
だ
と
わ
か
る
。
死
因
の

調
査
は
納
税
者
が
脱
税
す
る
た
め
に
死
亡
を
偽
装
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
行
政
的
な
機
能
を
有
し
て
い
た
。
一
九
世
紀
に
は
工
業
化
と
都

市
化
に
よ
っ
て
都
市
生
活
に
お
け
る
死
亡
の
原
因
が
複
雑
化
し
た
。

こ
の
社
会
現
象
に
よ
っ
て
、
社
会
の
発
展
に
対
応
す
る
た
め
、
一
八

八
七
年
検
死
官
法
が
成
文
化
さ
れ
た
。
都
市
に
お
け
る
原
因
不
明
の

死
亡
が
社
会
の
不
安
定
さ
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

市
民
は
、
死
亡
が
社
会
状
態
を
表
す
重
要
な
象
徴
で
あ
る
の
か
ど
う

か
、
政
府
の
支
配
に
疑
問
を
呈
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
検
死
官

裁
判
所
の
歴
史
上
で
最
も
意
義
の
あ
る
発
展
は
、
一
九
二
六
年
検
死

官
法
で
あ
り
、
司
法
制
度
上
で
他
の
裁
判
所
と
同
等
に
独
立
し
た
地

位
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

三
　
香
港
の
検
死
官
裁
判
所

　

南
京
条
約
の
条
項
の
下
、
一
八
四
一
年
に
は
検
死
官
は
香
港
の
司

法
組
織
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
司
法
組
織
の
簡
略
化
と
中
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央
集
権
化
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
統
治
の
強
化
の
た
め
、
検
死
官

署
が
廃
止
さ
れ
、
行
政
長
官
に
権
限
を
譲
渡
す
る
法
令
が
一
八
八
八

年
に
通
過
し
た
。
そ
の
後
、
中
環
、
南
九
龍
区
の
行
政
長
官
（the 

C
entral and South K

owloon M
agistracy

）
は
、
そ
れ
以
前
の
検

死
官
の
権
限
を
下
級
判
事
に
委
譲
し
、
一
九
六
七
年
検
死
官
条
例

（the C
oroners O

rdinance

）
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
こ
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
で
は
総
督
が
二
人
の
正
規
検
死
官
を
任
命
し

た
。
一
九
七
一
年
の
修
正
案
で
は
、
首
席
裁
判
官
（the C

hief 
Justice

）が
、
北
九
龍
行
政
区
（the N

orth K
owloon M

agistrate

）で

週
二
日
勤
務
す
る
検
死
官
を
任
命
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
一
九

八
〇
年
七
月
に
は
、
香
港
検
死
官
裁
判
所
が
独
立
し
た
司
法
組
織
で

あ
る
と
公
式
に
承
認
す
る
検
死
官
条
例
の
修
正
案
（the C

oroners 
(A

m
endm

ent ) O
rdinance

）
が
通
過
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
検
死

官
は
検
死
官
裁
判
所
に
事
実
上
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
検
死
官
条
例
（
十
四
章
）
の
規
定
に
よ
る
と
、
香
港
検
死

官
裁
判
所
の
権
限
は
事
故
も
し
く
は
暴
力
に
よ
る
死
亡
、
あ
る
い
は

突
然
死
や
香
港
内
で
の
遺
体
の
発
見
や
香
港
に
遺
体
が
搬
入
さ
れ
た

場
合
な
ど
、
不
審
な
状
況
下
に
お
け
る
死
亡
に
つ
い
て
の
検
査
が
含

ま
れ
て
い
〉
3
〈

る
。
死
亡
状
態
は
基
本
的
に
、
⒜
突
然
死
、
⒝
事
故
死
、

⒞
変
死
、
⒟
不
審
死
、
⒠
香
港
で
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
⒡
香

港
に
遺
体
が
搬
入
さ
れ
た
場
合
に
分
類
さ
れ
る
。
賠
償
を
要
求
す
る

民
事
裁
判
か
、
有
罪
か
無
罪
か
を
判
決
す
る
よ
う
な
刑
事
裁
判
か
を

決
定
す
る
裁
判
所
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

拘
留
中
に
死
亡
し
た
際
で
も
、
特
定
の
検
死
官
裁
判
所
陪
審
員
の

所
在
に
関
係
な
く
、
審
問
が
行
わ
れ
る
。
突
然
死
や
不
審
死
な
ど
の

場
合
で
も
、
そ
の
よ
う
に
審
問
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
三
人
の
陪
審
員
は
一
般
的
に
は
審
問
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、

一
般
的
に
検
死
官
が
評
決
を
下
す
陪
審
員
を
指
定
す
る
。
一
般
人
で

あ
る
陪
審
員
は
評
決
に
関
す
る
検
死
官
の
勧
告
に
は
従
わ
な
い
可
能

性
が
あ
る
が
、
陪
審
員
が
検
死
官
に
従
い
な
が
ら
判
決
す
る
こ
と

で
、
評
決
に
つ
い
て
の
信
頼
度
が
明
ら
か
に
向
上
す
る
と
い
う
理
由

は
、
象
徴
的
で
あ
る
。
同
時
に
、
検
死
官
の
評
決
は
個
人
に
罪
を
帰

す
る
こ
と
は
で
き
な
〉
4
〈
い
。

　

陪
審
員
と
検
死
官
が
、
個
人
罪
と
し
て
事
件
を
解
決
す
る
の
で
は

な
く
、
政
府
、
企
業
、
社
会
レ
ベ
ル
で
、
よ
り
構
造
的
な
欠
陥
に
目

を
向
け
て
い
る
点
は
、
検
死
官
裁
判
所
の
特
別
な
社
会
的
意
義
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
香
港
市
民
の
日
常
生
活
へ
の
意
義
は
、
あ
る

程
度
そ
の
作
業
量
に
影
響
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
の
一

万
四
七
二
件
の
死
亡
の
う
ち
、
一
四
二
〇
件
が
更
な
る
調
査
を
必
要

と
し
、
検
死
官
裁
判
所
は
一
六
四
件
の
審
問
を
し
、
一
三
八
件
が
陪

審
員
と
と
も
に
行
わ
れ
〉
5
〈

た
。
し
か
し
、（
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
）

民
事
責
任
、
も
し
く
は
業
務
や
道
義
的
行
為
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る

際
に
、
検
死
官
条
例
の
条
項
は
あ
る
重
要
な
制
約
を
明
示
し
て
い

る
。
検
死
官
で
も
陪
審
員
で
も
市
民
の
民
事
責
任
に
つ
い
て
の
問
題

を
疑
う
よ
う
な
手
段
で
判
断
し
て
は
な
ら
な
〉
6
〈

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
検
死
官
裁
判
所
に
つ
い
て
の
事
実
認
定
や
報
告
に
お
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け
る
勧
告
の
範
囲
に
お
い
て
、
条
例
の
調
査
で
は
制
約
規
定
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
検
死
官
が
死
因
審
問
に
お
い
て
勧
告
す
る
よ
う
要
求

す
る
条
項
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

二
〇
一
二
年
の
検
死
官
裁
判
所
の
年
次
報
告
書
に
お
け
る
勧
告
の
調

査
を
す
る
と
、
検
死
官
裁
判
所
は
、
広
い
行
政
上
の
役
割
を
通
し
て

公
共
の
利
益
に
つ
い
て
の
勧
告
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。

四
　
検
死
官
裁
判
所
の 

政
治
的
代
表
者
と
し
て
の
役
割

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
年
次
報
告
書
に
よ
り
、
検
死
官

裁
判
所
が
行
っ
た
勧
告
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
裁
判
所

は
死
因
の
要
因
を
調
査
し
証
明
す
る
た
め
に
、
法
的
な
義
務
を
越
え

て
四
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
四
つ
の
役
割
と

は
、
法
律
制
定
者
、
社
会
変
革
者
、
政
策
立
案
者
、
そ
し
て
市
民
と

の
提
携
者
で
あ
る
。
市
民
の
安
全
に
つ
い
て
の
宣
伝
を
通
し
て
、
検

死
官
は
、
政
府
機
関
や
公
選
職
に
一
般
的
に
関
連
す
る
代
表
組
織
と

し
て
機
能
し
て
い
る
政
府
、
企
業
、
社
会
に
対
す
る
少
数
派
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
役
割
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
上
の
共
通
点
は
、
検
死
官
が
法
に
準
拠
し
、
死
亡
診
断
と

死
亡
を
証
明
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
職
務
を
越
え
た
、
社
会
的
正
義

と
公
共
の
代
表
者
と
し
て
の
責
務
に
あ
る
、と
我
々
は
考
え
て
い
る
。

　

検
死
官
裁
判
所
の
勧
告
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
二
〇
〇
三
年
と
い

う
香
港
の
近
年
の
歴
史
上
で
の
悲
劇
的
な
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
の
六
八
七
九
件
の
事
故
死
の
う
ち
、
三
四
七
二
件
の
死

亡
が
呼
吸
器
の
疾
患
に
よ
る
死
亡
で
、
二
九
九
件
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
に
よ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
が
、
一
九
三

一
件
は
検
死
が
無
効
と
さ
れ
た
。
検
死
官
は
、
こ
の
不
可
解
で
致
命

的
な
伝
染
病
の
結
果
に
つ
い
て
指
摘
す
る
な
か
で
、
香
港
の
医
療
機

関
や
厚
生
機
関
の
現
場
と
と
も
に
そ
の
職
務
を
果
た
し
た
。
二
〇
〇

三
年
に
は
死
亡
診
断
は
検
死
官
の
平
均
的
な
職
務
範
囲
を
越
え
、
検

死
官
の
担
う
職
務
の
大
半
と
な
り
、
死
亡
審
問
に
対
す
る
検
死
官
へ

の
照
会
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
判
定
に
則
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
屯
門
医
院

の
二
人
の
医
療
従
事
者
が
病
院
に
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
棟
で
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
者
と
し
て
犠
牲
に
な
っ
た
際
に
、
彼
ら

の
死
亡
に
つ
い
て
検
死
官
が
審
問
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ

（
ア
メ
リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）
の
よ
う
な
厚
生
局
を
設
立

し
て
い
る
政
府
に
対
し
て
論
議
を
も
た
ら
し
た
。
四
月
二
六
日
の
ラ

ウ
・
ウ
ィ
ン
・
カ
イ
（Lau W

ing K
ai

）
看
護
士
の
死
と
五
月
一
三

日
の
ツ
ェ
・
ユ
ン
・
マ
ン
（Tse Yuen M

an

）
医
師
の
死
に
よ
り
、

四
月
二
九
日
と
五
月
一
三
日
に
検
死
官
へ
死
亡
審
問
が
委
託
さ
れ

た
。
五
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
に
政
府
委
員
会
が
開
か
れ
、
感
染
予

防
と
抑
止
を
調
整
す
る
新
し
い
衛
生
防
護
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
四
年

六
月
か
ら
始
動
）を
組
織
す
る
た
め
に
政
府
委
員
会
が
選
出
さ
れ
た
。

　

死
亡
診
断
と
い
う
伝
統
的
業
務
の
一
方
で
、
検
死
官
は
、
医
療
従
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事
者
が
自
己
の
健
康
を
護
る
健
康
シ
ス
テ
ム
の
能
力
に
関
心
が
あ

り
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
の
再
建
を
政
府
に
提
案
す
る
よ
う
促
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
検
死
官
が
携
わ
る
政
府
主
導
の
努
力
は
一
般
的
で

は
な
い
。
我
々
が
本
稿
で
指
摘
し
て
い
る
検
死
官
の
補
助
的
な
役
割

は
、
検
死
官
の
勧
告
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
政
府
に
は
歓
迎
さ

れ
て
お
ら
ず
、
検
死
官
の
市
民
の
代
表
者
と
し
て
の
熱
意
に
よ
っ
て

動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
最
も
重
要
で
あ
る
。

㈠
　
法
律
制
定
者

　

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
二
つ
の
事
例
は
、
不
十
分

な
法
律
に
お
け
る
本
人
確
認
と
治
療
に
つ
い
て
の
検
死
官
の
役
割
を

示
唆
し
て
い
る
。
最
初
の
事
例
で
は
、
建
設
現
場
で
竹
の
足
場
が
崩

壊
し
労
働
者
が
死
亡
し
た
こ
と
で
、
検
死
官
が
死
因
審
問
を
行
っ

た
。
香
港
の
建
設
現
場
で
は
長
く
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
足
場
は

長
い
竹
竿
を
ロ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ひ
も
で
組
み
立
て
て
で
き
て

お
り
、
特
に
雨
期
や
台
風
の
接
近
期
に
は
事
故
は
珍
し
く
な
い
。
し

か
し
不
運
に
も
、
公
式
な
法
的
手
続
き
に
則
っ
て
、
安
全
が
保
証
さ

れ
る
べ
き
だ
と
す
る
法
的
措
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
は
今
ま
で
に
な

か
っ
た
。

　

検
死
官
裁
判
所
は
建
設
現
場
に
お
け
る
安
全
規
則
を
調
査
し
、
労

働
者
の
安
全
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
、
法
的
に
欠

陥
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
検
死
官
裁
判
所
は
法
的
な
修
正
案
の

た
め
に
、
労
工
処
所
長
（C

om
m

issioner of Labour

）
に
対
し
て
、

公
式
の
勧
告
を
行
っ
た
。
⑴
足
場
の
安
全
を
保
証
す
る
文
書
は
、
建

築
現
場
の
非
登
録
の
非
正
規
労
働
者
で
は
な
く
、
登
録
済
建
築
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑵
適
切
な
足
場
は
検
査
を

経
て
正
規
の
性
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑶
建
築
物
の
外
壁
に
関

す
る
業
務
に
あ
た
る
際
に
は
、
全
て
の
建
築
労
働
者
が
十
分
な
命
綱

を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
⑷
崩
れ
た
足
場
は
、
独
立
し
た
正
規

の
第
三
者
に
よ
っ
て
、
現
場
の
管
理
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
第
三
者
は
、
建
設
計
画
と
の
利
害
衝
突
が
な
く
、
安
全
基

準
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
に
、
専
門
的
な
判
断
に
従
っ
て
解
体
を
終

了
す
る
権
限
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
検
死
官
裁

判
所
は
建
設
現
場
の
労
働
者
の
死
の
事
実
を
解
明
す
る
た
め
の
司
法

的
審
問
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
正
式
な
法
的
統
制
に
よ
る
、
社
会
変

革
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

⑴
か
ら
⑷
の
勧
告
を
考
察
す
る
と
、
検
死
官
裁
判
所
は
、
作
業
過

程
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
産
業
の
労
働
概
念
と
実
習
シ
ス

テ
ム
の
変
革
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
適
切
な
法
的
機
関
に

よ
る
免
許
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、
適
性
証
明
を
形
式
化
す
る
と
い

う
法
律
に
よ
る
管
理
で
あ
る
。
法
的
規
定
に
対
す
る
違
反
は
罰
金
や

禁
固
に
よ
る
罰
則
を
科
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
最
も
重
要
な
点
は
、

労
工
処
所
長
が
検
死
官
の
勧
告
書
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
職
務
上
の

過
失
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
、
⑴
と
⑵
の
勧
告
は
検

死
官
裁
判
所
の
代
わ
り
に
、
労
工
処
所
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

　

第
二
の
事
例
で
は
、
二
〇
〇
五
年
に
狭
い
下
水
管
内
で
勤
務
中
、
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有
毒
ガ
ス
に
よ
っ
て
窒
息
死
者
を
出
し
た
際
、
労
工
処
と
建
設
業
界

と
が
検
死
官
に
よ
る
再
度
の
法
的
調
停
の
対
象
と
な
っ
た
。
検
死
官

は
マ
ン
ホ
ー
ル
や
下
水
管
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
空
間
内
で
の
有
毒

ガ
ス
の
危
険
指
数
を
指
摘
す
る
法
的
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
検
死
官
は
「
密
閉
空
間
で
の
危
機
評
価
」
と
「
密
閉
空

間
で
の
業
務
許
可
規
定
」
の
た
め
の
法
的
文
書
に
お
い
て
、
有
毒
ガ

ス
に
つ
い
て
の
裁
量
と
内
容
に
つ
い
て
の
基
準
を
設
定
す
る
法
的
基

準
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

　

登
録
済
の
安
全
管
理
者
あ
る
い
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
密
閉
空
間
内

で
日
常
業
務
を
開
始
す
る
前
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
署
名
す
る
義
務

を
負
う
。
登
録
済
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
安
全
管
理
者
が
認
可
し
た
密
閉

空
間
内
で
の
標
準
労
働
過
程
か
ら
の
逸
脱
を
防
止
す
る
た
め
、
第
三

者
が
手
続
き
に
沿
っ
て
業
務
の
遂
行
を
監
視
す
る
監
督
者
と
し
て
指

名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
も
同
様
に
、
検
死
官
が
正
式
な
法
改
正
に
よ
っ
て
業
界
の

長
年
の
労
働
慣
習
を
改
革
し
、
労
働
者
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
罰
則
を
規
定
せ
ず
に
、
文
書
上
で
有
害
ガ
ス
の
レ
ベ
ル
を

指
摘
す
る
法
律
を
制
定
す
る
要
請
は
、
労
働
者
の
手
順
と
行
動
と
労

工
処
の
監
視
制
度
と
を
改
革
す
る
、
検
死
官
の
試
み
で
あ
っ
た
。
検

死
官
は
、
補
助
的
な
職
務
上
の
監
督
を
要
請
し
、
労
働
者
の
安
全
を

も
た
ら
す
た
め
に
労
働
行
動
の
欠
陥
を
修
正
し
、
法
の
行
使
を
越
え

る
こ
と
で
（
政
府
部
署
の
責
任
管
轄
を
越
え
る
こ
と
で
）
労
働
慣
習

に
お
け
る
調
停
と
改
善
が
図
れ
る
と
強
調
す
る
。

㈡
　
社
会
改
革
者

　

香
港
に
お
け
る
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
の
統
計
に
よ
る
と
、
返
還
後

の
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

の
二
つ
の
時
期
に
顕
著
に
使
用
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
ち
ら

の
時
期
も
、
若
年
者
（
一
二
歳
か
ら
一
五
歳
）
が
向
精
神
薬
物
（
主

に
ケ
タ
ミ
ン
）
を
服
用
し
、
保
守
的
な
社
会
に
お
け
る
危
機
感
を
増

幅
さ
せ
て
い
る
。
一
二
歳
の
少
女
が
二
〇
〇
六
年
七
月
二
六
日
に
エ

ク
ス
タ
シ
ー
と
ケ
タ
ミ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
服
用
し
旺
角
の
道
端
で

倒
れ
死
亡
し
た
際
に
は
、
月
ご
と
の
統
計
記
録
で
は
薬
物
乱
用
者
の

二
回
目
の
ピ
ー
ク
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
検
死
官
の
死
因
審
問
を
契

機
に
社
会
改
革
運
動
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

こ
の
悲
劇
的
な
事
例
で
は
、
検
死
官
裁
判
所
は
、
よ
り
多
く
の

人
々
が
香
港
の
若
者
の
間
に
広
が
る
薬
物
乱
用
の
流
行
を
自
覚
す
る

よ
う
勧
告
を
発
表
し
た
。
薬
物
乱
用
の
致
死
性
に
対
す
る
若
者
の
意

識
の
低
さ
に
気
付
い
た
こ
と
で
、
検
死
官
は
、
関
連
す
る
政
府
当
局

が
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」
に
対
す
る
広
報
活
動
を
行
う
よ
う
に
要
求
し

た
。
香
港
政
府
が
ケ
タ
ミ
ン
使
用
の
対
策
を
す
る
上
で
の
困
難
は
、

特
に
使
用
者
が
非
局
在
化
し
た
人
々
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
典

型
的
な
使
用
者
は
二
一
歳
以
下
で
労
働
階
級
出
身
で
あ
る
が
、
ケ
タ

ミ
ン
使
用
は
香
港
で
他
の
違
法
薬
物
に
見
ら
れ
る
公
的
私
的
範
囲
を

越
え
た
、
よ
り
広
範
な
人
々
の
間
で
発
生
し
て
い
る
﹇Laidler and 

H
unt 2008

﹈。
検
死
官
の
意
見
で
は
、
内
容
が
多
様
に
な
る
よ
う
、
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ま
た
最
も
関
連
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
対
象
に
な
る
よ
う
注
意
し
な

が
ら
、
公
立
学
校
で
の
短
い
動
画
や
テ
レ
ビ
番
組
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
広
告
、
あ
る
い
は
私
立
学
校
へ
の
提
案
が
、
流
行
を
転
換
し
社
会

的
な
協
力
を
喚
起
す
る
た
め
の
実
現
可
能
性
の
高
い
効
果
的
な
手
段

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
検
死
官
は
、
香
港
警
察
が
ク
ラ
ブ
、

バ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
の
娯
楽
施
設
で
の
捜
査
を
よ
り
頻
繁
に
行

う
よ
う
に
要
請
し
た
。

　

検
死
官
裁
判
所
は
、
異
な
る
政
府
部
署
間
（
警
察
、
福
祉
機
関
、

教
育
機
関
な
ど
）
で
共
同
し
て
捜
査
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

危
険
性
を
自
覚
し
て
い
る
社
会
構
成
員
に
支
援
を
申
し
出
る
こ
と

で
、
社
会
改
革
の
役
割
を
果
た
し
た
。
実
際
に
、
犯
罪
経
歴
証
明
書

に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
麻
薬
所
持
に
よ

る
若
年
者
の
逮
捕
（
一
九
二
％
〉
7
〈
増
）
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
こ
こ
数
年
間
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
保
護
者
会
共
同
で
の
反

薬
物
乱
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
増
え
て
き
て
い
る
。
検
死
官
の
勧
告
と

二
〇
〇
八
年
以
降
の
若
年
者
の
ケ
タ
ミ
ン
乱
用
に
つ
い
て
の
統
計
上

の
減
少
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
研
究

の
範
囲
と
目
的
を
越
え
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
本
稿
で
は
、
個
人

の
不
運
な
犠
牲
に
つ
い
て
検
死
官
の
死
因
審
問
が
も
た
ら
す
、
即
時

的
な
要
素
を
越
え
た
、
社
会
的
改
革
に
つ
い
て
の
影
響
の
範
囲
に
つ

い
て
指
摘
し
た
い
。

　

検
死
官
は
、
道
義
上
の
犯
罪
に
起
因
す
る
社
会
的
価
値
の
改
革
を

試
み
る
の
と
同
様
に
、
障
碍
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
に
つ
い
て

の
住
宅
支
援
を
も
試
み
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
中
年
の
精
神
障
碍

者
の
女
性
が
住
宅
支
援
施
設
で
食
べ
物
に
よ
り
窒
息
し
死
亡
し
て
い

る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
検
死
官
は
死
因
審
問
で
、
そ
の
よ
う
な
施
設

の
広
告
と
社
会
福
利
署
（T

he Social W
elfare D

epartm
ent

）
の
看

過
に
つ
い
て
異
義
を
唱
え
た
。
事
故
当
時
、
任
意
登
録
制
〉
8
〈

度
は
、
香

港
の
住
宅
支
援
施
設
が
福
祉
施
設
基
準
の
適
性
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
必
要
と
し
た
が
、
高
齢
者
福
祉
施
設
や
障
碍
者
住
民
の
た
め
の

居
住
施
設
で
の
問
題
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
政
府
討
議
で
も
よ
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
を
抑
制
す
る
た
め
、
検
死
官
は
、
社

会
福
利
署
に
対
し
不
適
切
な
施
設
の
名
前
と
住
所
を
公
開
す
る
よ
う

に
勧
告
し
た
。
同
様
に
、
任
意
登
録
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
施

設
の
名
前
と
住
所
も
同
様
に
公
開
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
不
正
を
し
て
い
る
施
設
管
理
者
を
名
指
し
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

住
民
支
援
と
い
う
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
た
以
外
に
は
、
こ
の

事
例
に
お
い
て
、
施
設
管
理
者
の
重
大
な
看
過
を
説
明
で
き
る
他
の

要
因
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
住
民
と
彼
ら
を
補
助

す
る
家
族
を
消
費
者
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
検
死
官
の
行
動
は
、

消
費
者
の
行
動
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
手
段
と
し
て
、
基
準
以
下
の

施
設
を
管
理
す
る
力
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
お
け

る
検
死
官
裁
判
所
の
役
割
は
、
社
会
福
祉
の
た
め
の
規
則
を
行
使
す

る
方
法
に
重
要
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
施
設
に
関
す

る
二
つ
の
リ
ス
ト
を
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
、
基
準

以
下
の
施
設
を
市
場
外
に
追
い
出
す
た
め
に
、
市
場
の
力
と
道
徳
的
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な
社
会
の
圧
力
を
行
使
す
る
手
段
で
あ
る
。

　

社
会
で
の
支
援
基
準
を
上
げ
る
た
め
、
市
民
と
の
情
報
共
有
は
検

死
官
裁
判
所
に
よ
る
一
般
的
な
手
段
で
あ
る
。
そ
の
手
段
は
、
改
革

を
促
進
す
る
目
的
と
明
ら
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
三
つ
目
の
例
で

は
、
検
死
官
が
政
府
と
多
数
派
社
会
が
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
改
革

す
る
上
で
、
香
港
の
格
差
社
会
に
お
け
る
少
数
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
る
家
事
労
働
者
に
注
目
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
四
月
の
同
じ
日

に
死
亡
し
た
二
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
事
労
働
者
を
巡
る
状
況
は
、

当
時
の
報
告
書
で
は
、
両
女
性
は
雇
用
者
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら

飛
び
降
り
自
殺
し
た
と
い
う
一
点
の
み
が
記
述
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
五
〇
歳
の
女
性
は
北
角
で
一
三
年
間
同
家
族
に
よ
っ
て
雇
用
さ

れ
勤
務
し
て
い
た
。
三
一
歳
の
女
性
は
香
港
仔
で
一
年
前
に
働
き
始

め
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
両
事
件
で
、
遺
書
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
経
済
上
の
問
題
が
両
自
殺
の
動
機
と
な
っ
た
と
い
う
公
的
な
見

解
は
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
香
港
人
三

〇
万
人
の
主
な
女
性
外
国
人
家
事
労
働
者
（
四
八
％
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
〉
9
〈

人
）
の
間
で
の
雇
用
に
関
係
す
る
低
賃
金
と
借
用
金
と
い
う
一
般

的
な
理
解
か
ら
す
る
と
、そ
の
推
測
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

二
件
の
自
殺
に
つ
い
て
の
死
因
報
告
書
に
お
い
て
、
検
死
官
裁
判

所
は
、
香
港
の
外
国
人
家
事
労
働
者
へ
の
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。
状
況
の
是
正
に
始
ま
り
、
検
死
官
は
、
政
府
に
対
し
外

国
人
家
事
労
働
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
適
切
な
支
援
を
得
、
支
援

の
な
い
状
態
で
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
保
障
す
る
包
括
的
な
制
度
改
正

を
行
う
よ
う
に
要
求
し
た
。
検
死
官
裁
判
所
は
、
家
事
労
働
者
の
母

語
言
語
で
書
か
れ
た
宣
伝
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
、
入
境
事

務
処
（Im

m
igration D

epartm
ent

）、職
業
案
内
所
、領
事
館
、不
動

産
会
社
な
ど
を
通
し
て
配
布
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
加
え
て
、
家

事
労
働
者
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
、
利
用
可
能
な
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
情
報
が
得
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
個
人
の
対
人
能
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
雇
用
者

と
家
事
労
働
者
の
両
者
に
、
教
育
も
付
与
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

検
死
官
裁
判
所
が
政
府
に
対
し
て
援
助
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
こ

と
は
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。
政
府
は
家
事
労
働
者
事
業
の
一
連
の
雇

用
基
準
に
つ
い
て
の
用
意
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
死
官

が
外
国
人
家
事
労
働
者
に
勧
告
し
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
政

府
部
署
が
申
し
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
検
死
官
裁
判
所
は
こ
の
事

例
に
お
い
て
、
法
律
を
施
行
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
少
数
派

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
確
認
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
を
す

べ
き
と
の
全
体
的
な
義
務
感
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
遂
行
し
た
。
検

死
官
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
提
供
と
、
雇
用
者
と
家
事
労
働
者
間

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
の
必
要
性
に
関
し
て
、
多
数
派

の
共
通
価
値
に
訴
え
か
け
た
。
香
港
で
二
人
の
家
事
労
働
者
を
自
殺

に
駆
り
立
て
た
よ
う
な
心
理
的
に
過
酷
な
状
況
と
無
力
感
に
対
し

て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
信
念
に
お
い
て
、
家
事
労
働
者
と
そ
の
雇

用
者
の
社
会
的
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
検
死
官
の
意
図

で
あ
る
。
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雇
用
者
と
外
国
人
家
事
労
働
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改

善
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
検
死
官
は
共
通
の
価
値
と
社
会
の
調
和
を

作
り
出
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
検
死
官

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
事
館
に
、
自
国
民
を
憂
慮
す
る
よ
う
に
は
求
め
な

か
っ
た
。
ま
た
、
検
死
官
は
こ
れ
に
関
し
て
香
港
の
国
際
的
な
条
約

関
係
上
で
の
欠
陥
を
見
い
だ
さ
な
か
っ
た
し
、
家
事
労
働
者
を
輸
出

す
る
他
の
国
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
国
際
労
働

機
関
で
家
事
労
働
者
条
約（the C

onvention on D
om

estic W
orkers, 

家
事
労
働
者
に
対
す
る
適
切
な
労
働
に
関
す
る
条
約
）
が
作
成
さ
れ

る
前
の
二
年
間
の
み
で
あ
っ
た
。
香
港
の
司
法
機
関
は
あ
る
程
度
に

お
い
て
、
進
歩
的
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
必
要
性
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
〉
10
〈

た
。
む
し
ろ
検
死
官
裁
判
所
は
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
香

港
で
の
少
数
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
現
実
的
な
社
会
統
合
を
生
み
出

す
、
社
会‒

文
化
的
機
関
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
。

㈢
　
政
策
立
案
者

　

我
々
は
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
検
死
官
裁
判
所
が
政
府
部
署

の
監
視
機
関
と
し
て
機
能
し
、
安
全
な
労
働
慣
習
や
よ
り
思
い
や
り

の
あ
る
社
会
を
も
た
ら
す
よ
う
法
的
な
改
革
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

の
項
で
は
、
検
死
官
が
さ
ま
ざ
ま
な
政
府
機
関
に
お
い
て
、
よ
り
明

白
に
香
港
の
政
策
に
干
渉
し
、
政
策
を
立
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

く
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
㈠
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
司

法
的
な
関
心
や
㈡
で
の
社
会
に
対
す
る
非
難
は
含
ま
れ
な
い
。

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
事
例
で
は
、
検
死
官
が
、
犯
罪

の
多
さ
で
評
判
の
悪
い
「
悲
劇
の
町
」
と
も
称
さ
れ
る
香
港
の
近
隣

地
域
で
の
家
庭
内
暴
力
と
警
察
と
社
会
福
祉
機
関
の
対
応
へ
の
批
判

を
行
う
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
天
水
囲
は
、
香
港
新
界
の
北
西
に
位

置
し
て
お
り
、
公
営
住
宅
団
地
が
立
ち
並
び
、
約
二
六
万
人
（
二
〇

〇
四
年
）
の
人
々
が
不
適
切
な
商
業
サ
ー
ビ
ス
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
。
住
民
は
地
元
で
働
く
機
会
を
得
ら
れ
ず
、
運
賃
が
高

く
、
運
行
便
数
の
少
な
い
路
面
電
車
で
は
ど
こ
に
通
勤
す
る
に
も
難

し
い
。
多
く
の
住
民
は
貧
し
く
、
香
港
で
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外

に
い
る
中
国
大
陸
か
ら
の
移
民
で
あ
る
。
中
国
大
陸
の
移
民
は
環
境

に
容
易
に
適
合
で
き
る
よ
う
な
文
化
的
な
知
識
や
広
東
語
の
能
力
が

な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
地
域
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
の
春
に
は
、
社
会
福
祉
機
関

や
警
察
が
、
直
接
そ
れ
ら
の
住
民
と
の
接
触
に
成
功
し
て
も
、
仲
裁

機
関
で
は
、
香
港
の
全
土
で
期
待
さ
れ
る
生
活
水
準
に
ま
で
上
げ
る

効
果
を
得
な
か
っ
た
。

　

キ
ン
・
シ
ュ
イ
ン
（K

im
 Shuk-ying

）
は
二
〇
〇
三
年
一
月
に

五
歳
と
六
歳
の
二
人
の
娘
と
と
も
に
、
天
水
囲
の
公
営
住
宅
団
地
で

香
港
生
ま
れ
の
夫
と
暮
ら
す
た
め
、
中
国
大
陸
か
ら
香
港
に
到
着
し

た
。
着
い
て
間
も
な
く
、
キ
ン
は
失
業
中
の
夫
か
ら
の
暴
力
と
子
供

へ
の
虐
待
を
う
け
、
香
港
の
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
に
通
報
し
た
。
二
〇

〇
三
年
の
二
月
か
ら
三
月
の
間
、
三
度
に
わ
た
っ
て
、
キ
ン
は
政
府

が
運
営
す
る
社
会
福
祉
施
設
へ
の
避
難
を
求
め
て
い
た
。
三
度
目
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は
、
福
祉
官
の
帰
宅
し
な
い
よ
う
に
と
の
忠
告
は
な
か
っ
た
が
、
自

宅
を
出
て
交
番
に
立
ち
寄
っ
た
。
警
察
は
彼
女
の
通
報
の
後
に
、
交

番
を
出
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
彼
女
は
暴
力
夫
か
ら
離
れ
中
国
大
陸

に
帰
る
た
め
に
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
取
り
に
い
き
、
二
人
の
子
供
を

連
れ
て
く
る
計
画
で
帰
宅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
キ
ン
と
二
人

の
子
供
の
遺
体
は
、
そ
の
日
の
未
明
に
発
見
さ
れ
た
。
ア
パ
ー
ト
内

で
肉
切
り
用
の
包
丁
で
殺
さ
れ
て
い
た
。
夫
は
、
警
察
に
通
報
し
彼

が
暴
行
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
現
場
に
つ
い
て
証
言
し
た
。
夫
は
隣

の
部
屋
で
腹
部
に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
た
。
夫
は
殺
人
者
と
し
て
容

疑
を
か
け
ら
れ
た
が
、
警
察
が
彼
を
尋
問
す
る
前
に
、
彼
は
自
分
自

身
が
三
人
を
殺
害
し
、
自
殺
す
る
た
め
に
自
ら
の
傷
を
作
っ
た
こ
と

を
証
言
し
た
。

　

社
会
福
祉
官
は
ど
う
し
て
、
キ
ン
が
虐
待
さ
れ
る
家
に
帰
宅
す
る

こ
と
を
予
防
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
警
察
は
付
き
添

う
こ
と
も
せ
ず
、
通
報
し
た
虐
待
の
犠
牲
者
が
交
番
か
ら
離
れ
る
こ

と
を
認
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
検
死
官
裁
判
所
が
投
げ
か
け
た

審
問
の
際
の
問
題
点
で
あ
る
。
我
々
が
考
察
し
た
よ
う
に
、
検
死
官

は
個
々
の
有
罪
性
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
つ
い
て
注
目
し
て
い

る
。
検
死
官
は
、
警
察
官
が
十
分
に
家
庭
内
暴
力
の
対
処
を
訓
練
さ

れ
て
お
ら
ず
、
仲
裁
を
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の

後
、
警
察
の
記
録
で
は
家
庭
内
暴
力
の
事
例
を
適
切
に
管
理
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
検
死
官
裁
判
所
は
⑴
全
面
的
な
調
査

前
に
意
思
決
定
を
下
す
に
足
る
重
要
な
情
報
が
欠
如
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
な
ら
ば
、
現
場
の
警
察
官
が
事
例
を
軽
視
す
る
権
利
を
持

つ
べ
き
で
は
な
い
。
⑵
警
察
官
の
役
割
は
仲
裁
者
の
役
割
と
は
混
同

し
て
は
な
ら
な
い
。
⑶
家
庭
内
暴
力
に
対
処
す
る
補
助
警
察
官
の
訓

練
は
、
家
庭
内
暴
力
に
精
通
し
た
行
政
区
の
警
察
官
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

検
死
官
は
警
察
に
の
み
施
策
の
改
正
を
勧
告
し
た
の
で
は
な
い
。

警
察
に
対
し
家
庭
内
仲
裁
を
し
な
い
よ
う
に
勧
告
し
た
こ
と
は
、
こ

の
役
割
は
社
会
福
祉
官
が
担
う
べ
き
も
の
で
、
家
庭
内
暴
力
に
対
応

す
る
専
門
家
と
し
て
の
訓
練
を
通
し
て
、
社
会
福
祉
官
を
高
度
専
門

家
に
さ
せ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、
検
死
官
は
社
会
福
祉
官
に
つ
い
て
の
政
策
を
変
革
す
る
よ
う
求

め
た
。
そ
し
て
、
依
頼
者
が
緊
急
事
態
で
も
連
絡
で
き
る
よ
う
な
無

線
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
加
え
て
、
事

件
の
照
会
シ
ス
テ
ム
に
過
去
の
尋
問
や
関
連
す
る
文
書
を
含
め
る
べ

き
だ
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
新
し
い
事
件
の
担
当
者
が
早
急
に

事
件
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
社
会
福
祉
署
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
社
会
福
祉
官
に
よ
っ
て
同
基
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
監
視
す
る
義

務
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
検
死
官
裁
判
所
は
勧
告
し
た
。
ま
た
、
非

政
府
的
な
性
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
事
例
の
進
展
を
監
視

す
る
た
め
に
、
政
府
機
関
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
と

検
死
官
裁
判
所
は
考
え
た
。

　

残
念
で
は
あ
る
が
、
検
死
官
の
報
告
に
よ
っ
て
家
族
間
の
虐
待
や

家
庭
内
暴
力
を
抑
止
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
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は
天
水
囲
に
お
け
る
同
じ
よ
う
な
事
件
を
不
相
応
に
注
目
し
て
い

る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政
府
委
員
会
は
以
上
の
事
件
を
う
け

て
、
三
人
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
委
員
会
は
「
天
水
囲

に
お
け
る
家
庭
支
援
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
」
で
あ
り
、
二
〇
〇

四
年
一
一
月
に
は
検
死
官
の
助
言
を
反
映
し
た
意
見
が
い
く
つ
か
報

告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
委
員
会
は
警
察
の
訓
練
の
強
化
と
警
察

と
社
会
福
祉
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
、
社
会
福
祉
事
業
に
関

わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
よ
り
多
く
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
政
府
委
員
会
と
検
死
官
の
間
の
協
力
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

我
々
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
政
府
が
委
員
会
の
報
告
に

つ
い
て
議
論
し
つ
づ
け
て
も
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
文
書
は

な
い
。
少
な
く
と
も
家
庭
支
援
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
は
、
政
府

の
明
ら
か
な
無
対
応
と
そ
れ
と
は
対
称
的
な
検
死
官
の
意
図
を
賞
賛

し
て
い
〉
11
〈

た
。

　

市
民
の
安
全
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
進
展
し
た
か
に
つ
い
て
評
価
す

る
こ
と
は
、
現
在
の
我
々
の
研
究
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
だ
が
、

我
々
は
検
死
官
の
報
告
書
の
表
現
か
ら
一
つ
の
結
論
を
導
く
こ
と
が

で
き
る
。
検
死
官
は
警
察
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
効
率
性
を
監
視
す
る
職
務
が

と
り
わ
け
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
で

は
、
確
か
に
検
死
官
が
行
っ
た
の
で
あ
る
。
検
死
官
は
現
場
の
警
察

官
に
対
し
て
、
敏
感
に
処
理
す
べ
き
事
件
の
扱
い
が
未
熟
で
あ
り
、

家
庭
内
暴
力
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
扱
い
の
訓
練
が
欠
如
し

て
い
る
、
仲
裁
者
と
し
て
の
役
割
は
非
合
理
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
施
策
を
提
案
し
た
。
社
会
福
祉
署
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
法

的
な
責
任
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
責
任
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
の
で
、
警
察
官
は
犯
罪
の
処
罰
業
務
に
集
中
で
き
る
。
こ
の
事
例

で
は
検
死
官
裁
判
所
の
役
割
は
、
取
り
戻
せ
な
い
命
の
消
失
の
原
因

を
確
認
す
る
審
問
に
限
定
的
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
策
を
立
案

し
、
公
的
な
監
視
の
範
囲
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

同
年
、
同
地
域
か
ら
の
二
番
目
の
実
例
で
は
、
中
学
校
で
の
自
殺

を
う
け
て
、
検
死
官
が
こ
の
政
策
上
の
役
割
を
、
公
立
学
校
で
の
教

師
と
生
徒
の
相
互
の
や
り
取
り
に
ま
で
適
用
し
た
。
二
〇
〇
三
年
一

一
月
に
一
五
歳
の
女
子
学
生
の
遺
体
が
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
の
二

階
の
天
蓋
で
見
つ
か
っ
た
。
彼
女
は
天
水
囲
の
公
立
中
学
校
に
二
年

在
籍
し
、
ち
ょ
う
ど
四
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
自
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
新
聞
の
報
道
で
は
、
先
月
、
彼
女
の
女
子
同
級
生
が
恋
人
と
別

れ
た
後
に
自
殺
し
て
以
〉
12
〈

来
、
娘
が
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
た
と
の
彼
女
の

母
親
の
証
言
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
生
徒
の
教
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
職
務
上
の
過
失
の
兆
候
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

　

香
港
で
の
自
殺
率
が
上
が
っ
た
際
に
、
多
く
の
若
者
の
有
望
な
生

命
の
損
失
が
香
港
全
体
で
懸
念
さ
れ
た
。
四
番
目
の
事
件
の
す
ぐ
後

に
発
表
さ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
香
港
で
の
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
い

く
つ
か
の
自
殺
の
連
鎖
と
関
連
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
二
〇

〇
三
年
の
香
港
ポ
ッ
プ
ス
の
ス
タ
ー
、
レ
ス
リ
ー
・
チ
ャ
ン
（Leslie 

C
heung

）
の
死
の
よ
う
な
有
名
人
の
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
毎
日

香
港
で
出
版
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
時
に
異
様
に
詳
細
に
描
か
れ
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た
三
、
四
件
の
自
殺
が
多
く
模
倣
さ
れ
て
い
る
﹇Leung 2004

﹈。

検
死
官
裁
判
所
は
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
心
を
向
け
、
生
徒
間
、

ま
た
生
徒
と
教
師
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
懸
念
さ
れ

る
兆
候
に
皆
が
気
付
く
よ
う
に
助
言
し
た
。
同
級
生
が
観
察
す
る
こ

と
で
、
さ
さ
い
な
変
化
が
す
ぐ
に
学
校
側
に
伝
え
ら
れ
る
と
助
言
し

た
。
こ
れ
を
促
す
た
め
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

は
正
式
な
資
格
（
こ
の
学
校
の
場
合
に
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
）

を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
指
揮
体
系
の
中
枢
に
は
、
校
長
が
社
会
福

祉
官
と
専
門
家
と
と
も
に
、
事
例
に
つ
い
て
議
論
し
、
改
善
方
針
を

立
て
る
た
め
に
、
隔
週
ご
と
に
会
議
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

事
例
の
情
報
は
、
改
善
と
追
加
措
置
を
機
能
的
に
監
視
す
る
た
め

に
、
作
成
さ
れ
共
有
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
生
徒
の
日
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ク
ラ
ス
担
任
が

生
徒
の
電
話
番
号
と
住
所
を
記
録
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
チ
ャ
ッ
ト
を
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、
業
務
上

で
も
使
用
す
る
こ
と
を
検
死
官
は
要
求
し
た
。

　

こ
の
件
に
お
い
て
生
徒
は
、
メ
モ
を
同
級
生
に
書
い
た
り
、
自
分

自
身
の
お
別
れ
写
真
を
友
達
に
配
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

チ
ャ
ッ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
で
直
接
先
生
と
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

事
件
の
発
生
ま
で
自
殺
す
る
意
志
を
伝
え
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な

兆
候
は
学
校
関
係
者
や
学
校
の
社
会
福
祉
官
に
ま
で
は
伝
わ
ら
な

か
っ
た
と
検
死
官
は
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
生
徒
の
教
師
（
学
校
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
）
と
交
わ
さ
れ
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
チ
ャ
ッ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
過
度
に
親
密
な
語
調
は
、
公
に
共
有
で

き
な
い
よ
う
な
、
教
師
と
し
て
適
切
な
や
り
取
り
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
検
死
官
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
た
。
事
例
を
機
能
的
に
共
有
し
、

よ
り
熟
達
し
た
職
員
が
必
要
で
あ
る
と
検
死
官
が
結
論
づ
け
た
と
い

う
こ
と
は
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
重
要
な
段
階
で
あ
る
。

　

香
港
社
会
に
と
っ
て
の
検
死
官
の
役
割
と
意
義
を
研
究
し
始
め
る

前
、
学
校
運
営
や
、
教
師
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
す
る
施
策
を
提
案

す
る
検
死
官
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
事
例

に
は
、
本
稿
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
全
て
に
お
い
て
、
検
死
官
の
市

民
の
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
が
も
た
ら
し
て
い
る
、
同
じ
基
本
原
理

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
検
死
官
が
新
し
い
情
報
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
定
期
的
な
事
例
の
再
検
討
を
必
要
要
件
と
し
、
専
門
家

が
参
加
す
る
会
議
や
議
論
を
必
要
と
す
る
方
針
が
あ
る
と
わ
か
っ

た
。
香
港
社
会
の
進
展
の
た
め
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
が
高

度
に
専
門
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
検
死
官
が
考
え
て
い
る
こ
と

が
、
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
。
驚
い
た
こ
と
に
、
検
死
官
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
使
用
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
推
奨
し
て
お
り
、
教
師
と
し
て
の
基
準
で
使

用
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
師
と
生
徒
が
「
同
じ
言
葉
を
用

い
る
」
こ
と
で
、
世
代
間
格
差
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

と
考
え
て
い
た
。

　

政
策
の
立
案
に
つ
い
て
の
検
死
官
の
監
視
は
、
公
的
機
関
に
│
│

例
え
ば
、
最
初
の
例
の
よ
う
な
警
察
や
二
番
目
の
例
で
の
公
立
中
学
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校
に
│
│
適
用
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
こ

こ
で
述
べ
る
第
三
と
、
最
後
の
例
は
企
業
に
関
す
る
政
策
に
干
渉
す

る
検
死
官
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
事
例
は
、
二
度
に

わ
た
り
検
死
官
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
て
い
る
点
で
よ
り
重
要
で
あ

る
。
検
死
官
の
最
初
の
死
亡
診
断
に
抗
議
し
た
親
族
に
よ
る
主
張
が

二
度
目
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
初
め
、
杏
花
邨
駅
で
Ｍ
Ｔ
Ｒ
（M

ass Transit 
R

ailway

）
と
衝
突
し
、
七
五
歳
の
老
母
タ
オ
・
ム
イ
（Tao M

ui

）

が
死
亡
し
た
際
、
検
死
官
に
よ
っ
て
ま
ず
自
殺
だ
と
判
断
さ
れ
た
。

杏
花
邨
は
Ｍ
Ｔ
Ｒ
網
の
中
で
、
珍
し
く
地
上
に
あ
る
駅
で
あ
り
、
事

故
当
時
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
電
車
の
間
に
は
ホ
ー
ム
ド
ア
も
な

か
っ
た
。
香
港
鉄
路
有
限
公
司
は
鉄
道
で
の
自
殺
を
減
ら
す
こ
と
を

一
番
の
目
的
と
し
て
、
多
く
の
駅
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ホ
ー
ム

ド
ア
を
設
置
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
設
置
さ
れ
始
め
て
か
ら
、

香
港
で
の
ホ
ー
ム
ド
ア
に
は
そ
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
﹇M

oy 2005 ; Law et al. 2009

﹈。
し
か
し
、
線
路
内
へ
の
偶
発

的
な
侵
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
り
も
、
自
殺
は
予
防
さ

れ
る
べ
き
だ
と
の
見
方
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
評
価
や
論
説
が
始
ま
っ

た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
タ
オ
の
家
族
は
駅
の
危
険
な
構
造
に
つ
い

て
は
指
摘
せ
ず
、
当
時
の
彼
女
の
記
憶
力
の
低
下
と
彼
女
が
そ
の
晩

の
家
族
で
の
集
ま
り
の
前
に
用
事
が
あ
る
と
伝
え
て
い
た
事
実
か

ら
、
彼
女
が
誤
っ
て
線
路
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
と
考
え
て
い
た
。
家

族
は
最
初
の
死
亡
診
断
を
撤
回
し
、
新
た
な
警
察
調
査
に
よ
っ
て
、

検
死
官
に
死
因
の
状
況
に
つ
い
て
の
再
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

　

検
死
官
の
審
問
の
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
駅
構
内
で
の

駅
員
の
行
動
と
駅
の
安
全
装
置
の
構
造
で
あ
っ
た
。
線
路
内
の
タ
オ

の
姿
に
駅
員
は
気
付
い
て
い
た
が
、
彼
女
を
救
助
し
、
彼
女
の
行
動

を
変
え
る
よ
う
な
努
力
が
な
か
っ
た
と
い
う
新
し
い
批
判
が
あ
る
点

に
お
い
て
、
こ
れ
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
由
に
検
死
官
裁
判
所

は
香
港
鉄
路
有
限
公
司
に
対
し
て
、
同
様
の
事
故
の
再
発
防
止
の
た

め
に
、
リ
ス
ク
対
策
の
促
進
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
あ
る
緊
急
停

止
ボ
タ
ン
の
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
駅
員
と
電
車
使
用
者
に

指
導
す
る
よ
う
に
助
言
し
た
。
検
死
官
は
常
時
、
駅
員
を
監
視
台
に

配
置
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
乗
客
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
黄
色

い
線
を
越
え
た
場
合
は
、
駅
員
が
構
内
放
送
を
通
じ
て
注
意
す
る
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。
監
視
や
注
意
の
喚
起
な
ど
の
追
加
的
な
仕
事
に

つ
い
て
は
、
地
上
駅
と
高
架
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
駅
員
の

増
員
を
提
案
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ｒ
の
駅
員
の
仕
事
量
や
既
存
の
装
置
の
使
い
方
に
着
目
し
た

検
死
官
の
助
言
は
、
費
用
対
効
果
と
追
加
的
な
仕
事
を
行
う
職
員
の

能
力
に
配
慮
し
た
妥
協
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
重
要
な
の

は
、
検
死
官
が
犠
牲
者
や
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
人
々
、
労
働
階
級
へ

の
支
援
を
一
貫
し
て
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
検
死
官
が

人
員
の
追
加
を
要
求
し
た
こ
と
で
、
そ
の
助
言
は
施
策
と
し
て
現
実

的
に
実
行
さ
れ
う
る
し
、
香
港
鉄
路
有
限
公
司
は
真
摯
に
検
死
官
の
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助
言
を
受
け
止
め
、
提
案
さ
れ
た
施
策
を
実
行
に
移
し
た
。
ホ
ー
ム

ド
ア
は
今
で
は
Ｍ
Ｔ
Ｒ
の
全
て
の
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
取
り

付
け
ら
れ
、
放
送
に
よ
る
注
意
と
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
に
よ
る
効
果

で
、
事
故
や
意
図
的
に
ホ
ー
ム
へ
侵
入
す
る
事
故
は
減
少
し
た
。
さ

ら
に
、
家
族
の
訴
え
を
聞
き
留
め
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
の
死
因

診
断
の
再
行
に
同
意
す
る
こ
と
で
、
検
死
官
は
犠
牲
者
の
家
族
へ
正

義
感
を
取
り
戻
し
つ
つ
機
能
的
な
欠
陥
を
探
し
、
市
民
の
安
全
の
向

上
を
可
能
と
す
る
全
面
的
な
調
査
へ
の
道
を
開
い
た
。

㈣
　
市
民
と
の
提
携
者

　

本
稿
で
は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
検
死
官
の
判
決
に
つ
い
て
未
考
察

な
点
が
あ
る
。
検
死
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
助
言
は
市
民
に
よ
っ
て

全
て
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
政
府
や
企
業
の

政
策
の
具
体
化
を
試
み
る
性
質
が
あ
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な

補
助
的
か
つ
高
度
な
政
治
的
行
為
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
各
判
決

に
関
心
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、
検
死
官
の
提
示
す
る
市
民
安

全
に
お
け
る
高
度
な
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
お
り
、
検

死
官
が
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
協
力
を
促
し
て
い
る
。
当
然
な
が

ら
、
検
死
官
は
死
に
つ
い
て
の
状
況
を
調
査
す
る
際
に
は
警
察
と
、

法
的
責
任
が
発
見
さ
れ
た
際
は
よ
り
範
囲
の
広
い
司
法
組
織
と
、
出

頭
が
要
求
さ
れ
る
際
に
は
政
府
と
共
同
で
職
務
に
あ
た
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
要
求
さ
れ
る
機
能
を
越
え
て
、
検
死
官
裁
判
所
は
そ

れ
を
報
道
す
る
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
犠
牲
者
の
支

援
者
か
ら
し
ば
し
ば
賞
賛
さ
れ
る
。
報
道
さ
れ
る
賛
美
は
、
こ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
や
一
般
市
民
の
間
で
、
共
通
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
支
援
を
集
め
て
い
る
。
今
度
は
逆
に
、
検
死
官
を
共
通
の
関
心

を
中
心
に
調
査
を
行
う
よ
う
に
導
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の

項
で
は
、
二
つ
の
新
た
な
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、
検
死
官
の
連
携

を
創
り
だ
す
役
割
に
つ
い
て
詳
し
く
再
考
し
て
い
き
た
い
。

　

第
一
の
事
例
は
、
二
〇
〇
六
年
の
検
死
官
裁
判
所
の
年
次
報
告
書

に
よ
る
も
の
で
、
香
港
国
立
公
園
で
の
遠
足
中
の
私
立
高
校
生
の
死

亡
へ
の
死
因
審
問
の
結
果
に
現
れ
て
い
る
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
チ
ン
ナ
ン

（Ivan C
hing-nam

）
は
英
皇
佐
治
五
世
学
校
（K

ing G
eorge V

 
School

）
の
一
七
歳
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
一
八
九
四
年

に
九
龍
で
設
立
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

彼
は
西
貢
に
あ
る
国
立
公
園
内
の
山
岳
地
帯
を
通
っ
て
、
同
級
生
と

教
師
と
の
付
き
添
い
の
も
と
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
。
他
の
同

級
生
よ
り
も
体
重
が
重
く
、
彼
は
遅
れ
を
と
り
始
め
た
。
そ
の
際

に
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
途
中
で
抜
け
る
こ
と
を
拒
み
、
イ
ヴ
ァ
ン
は
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
終
点
に
至
る
少
し
前
で
体
調
を
く
ず
し
た
。
携

帯
が
圏
外
で
あ
っ
た
た
め
、
近
く
の
生
徒
は
す
ぐ
に
助
け
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
少
し
後
で
、
教
師
ら
が
な
ん
と
か
彼
を
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
病
院
に
運
ん
だ
も
の
の
、
そ
の
晩
に
死
亡
し
た
。
ハ
イ

キ
ン
グ
の
責
任
者
で
あ
る
教
師
は
熱
中
症
の
症
状
で
あ
る
痙
攣
や
呕

吐
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

　

香
港
で
は
熱
中
症
に
い
た
る
状
況
が
頻
繁
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
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死
官
の
死
亡
診
断
の
結
果
は
多
く
の
住
人
に
も
関
係
し
、
特
に
国
立

公
園
や
学
校
の
遠
足
、
携
帯
電
話
会
社
の
運
営
ま
で
指
導
対
象
と

な
っ
た
。
検
死
官
と
陪
審
員
は
、
こ
の
死
は
事
故
で
あ
り
、
必
要
な

際
に
適
切
な
救
援
が
あ
れ
ば
、
事
故
自
体
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
と
判
断
し
た
。
第
一
の
措
置
で
は
、
国
立
公
園
の
管
理
者
は
公

園
内
の
緊
急
連
絡
電
話
の
数
を
増
や
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
。
携
帯

電
話
会
社
は
携
帯
の
通
信
域
を
広
げ
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
。

　

政
府
は
国
際
的
に
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
あ
る
一
一
二
番
を
認

知
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
一
二
番
は
香
港
の
携
帯
連
絡
網
が
利

用
不
可
の
際
に
も
、
中
国
大
陸
の
携
帯
連
絡
網
を
通
じ
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
検
死
官
の
主
な
関
心
は
、
課
外

活
動
に
対
す
る
学
校
の
方
針
と
保
護
者
へ
の
連
絡
と
、
応
急
手
当
訓

練
に
関
す
る
課
外
活
動
の
質
で
あ
っ
た
。
保
護
者
と
教
師
は
課
外
活

動
以
前
に
生
徒
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
奨
励
さ

れ
、
学
校
は
遠
足
に
参
加
す
る
教
師
は
通
常
の
研
修
課
程
の
中
で
応

急
処
置
訓
練
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。

　

学
校
間
で
の
協
力
の
促
進
が
歓
迎
さ
れ
る
中
で
、
国
立
公
園
で
の

遠
足
中
の
協
力
体
制
が
生
徒
の
安
全
を
保
証
す
る
社
会
的
な
行
動
と

し
て
深
く
定
着
す
る
よ
う
、
検
死
官
裁
判
所
は
正
式
な
助
言
で
、
三

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
関
係
の
枠
組
み
を
形
成
し
よ
う
と
試

み
た
。
香
港
で
の
中
学
校
や
小
学
校
を
運
営
す
る
最
終
的
な
機
関
と

し
て
、
教
育
統
籌
局
（E

ducation and M
anpower Bureau

）
は

「
学
校
で
の
課
外
活
動
の
方
針
」
を
促
進
し
、
学
校
が
そ
の
方
針
を

実
行
し
、
応
急
処
置
に
関
す
る
課
外
活
動
を
設
け
る
よ
う
に
奨
励
す

る
機
関
と
し
て
指
名
さ
れ
た
。
教
師
と
参
加
者
が
互
い
に
、
学
校
と

い
う
場
で
「
詳
細
な
」
計
画
を
持
ち
、
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
、
事
故

の
際
に
よ
り
よ
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
緊
急
手
段
を
施
せ
る
よ
う

に
す
る
べ
き
だ
と
助
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
手
段
は
生
徒
の
課
外
活

動
に
お
け
る
予
想
外
の
事
態
を
軽
減
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

が
、
保
護
者
と
教
師
が
協
力
し
、
生
徒
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
情
報

を
共
有
し
、
課
外
活
動
に
参
加
で
き
る
状
態
で
あ
る
か
判
断
す
る
と

い
う
要
求
は
、
潜
在
的
な
問
題
が
生
じ
る
ま
で
に
、
そ
れ
を
発
見
す

る
家
族
―
学
校
間
で
の
相
互
交
流
に
お
け
る
新
し
い
概
念
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
事
例
に
お
い
て
、
検
死
官
の
検
死
に
つ
い
て
の
判
断
に
従
っ

て
、
犠
牲
に
な
っ
た
生
徒
の
母
親
の
映
像
と
反
応
を
地
元
報
道
機
関

が
取
り
上
げ
て
い
た
。
生
徒
の
母
親
で
あ
る
ウ
ォ
ン
・
ユ
ク
リ
ン

（W
ong Yuk-lin

）
の
「
教
育
統
籌
局
や
政
府
、
議
会
に
対
し
て
、

事
故
の
反
省
を
生
か
し
、
応
急
処
置
訓
練
を
受
け
た
教
師
が
遠
足
を

引
率
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
法
的
規
定
を
設
け
る
よ
う
に
主
張
し

た
〉
13
〈

い
」
と
い
う
発
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
彼
女
は
検
死
で
の
報
告

を
支
持
し
、「
こ
の
事
故
が
他
の
学
校
へ
の
警
鐘
と
な
〉
14
〈

る
」
こ
と
を

期
待
す
る
と
述
べ
た
。
目
標
が
限
定
的
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
も
、

彼
女
の
検
死
官
へ
の
支
持
が
全
面
的
に
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
が

あ
る
。
検
死
官
の
助
言
は
以
下
の
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。「
教
育
統
籌

局
が
、
学
校
が
新
し
い
規
定
を
実
行
す
る
よ
う
に
「
奨
励
す
る
」。
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し
か
し
、
従
う
べ
き
「
強
制
的
な
」
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
」。

そ
の
代
わ
り
に
母
親
は
、
政
府
に
は
施
行
の
実
現
を
、
学
校
に
は
そ

の
よ
う
な
規
定
へ
の
注
意
を
喚
起
し
、
生
徒
達
の
た
め
と
な
る
運
営

を
要
求
し
て
い
る
。

　

こ
の
熱
中
症
に
つ
い
て
の
検
死
官
の
助
言
は
、
個
人
と
学
校
に
お

け
る
利
己
心
を
超
越
す
る
協
力
と
適
切
な
計
画
を
追
求
し
て
い
た
。

我
々
は
、
こ
の
死
因
審
問
の
報
告
書
に
お
け
る
助
言
の
文
面
に
お
い

て
、
法
律
上
の
施
策
に
つ
い
て
の
示
唆
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

保
護
者
、
学
校
、
教
師
が
公
平
に
生
徒
の
安
全
に
寄
与
す
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
て
い
た
。
検
死
官
は
学
校
や
教
師
、
法
的
規
定
に
よ
る
教

育
機
関
に
課
さ
れ
る
特
定
の
法
的
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

次
世
代
の
生
徒
を
守
る
た
め
に
、
保
護
者
と
現
場
の
教
育
者
を
「
教

育
す
る
」
目
的
と
し
て
の
道
義
的
な
義
務
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

検
死
官
の
役
割
は
政
府
の
実
行
に
対
す
る
期
待
を
集
め
る
注
目
の
的

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
行
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

政
府
行
為
を
通
じ
て
、
社
会
的
正
義
を
求
め
る
連
携
体
制
の
支
援

と
構
築
は
㈠
か
ら
㈢
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
事
例
で
関
連
し
て
い

る
観
点
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。
完
全
な
法
律
に
先
立
っ
て
調
停
す

る
こ
と
を
し
ば
し
ば
強
調
す
る
こ
と
で
、
㈠
で
労
働
シ
ス
テ
ム
に
付

け
加
え
ら
れ
た
正
式
な
監
督
の
事
例
の
よ
う
に
、
検
死
官
の
行
為
は

現
状
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
市
民
を
代
表
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
検
死
官
に
よ
る
判
定
に
お
い
て
、
労
働
者
ら

が
望
ん
で
い
る
よ
う
に
検
死
官
が
行
動
し
て
い
る
の
か
を
知
る
上

で
、
鳶
職
人
や
解
体
現
場
の
労
働
者
、
下
水
管
工
事
業
の
労
働
者
の

現
場
の
声
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
は
、
当
然
、
我
々
の
研
究
に
は
致

命
的
な
弱
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
の
報
告
で
は
、
補
助
的
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
の
情
報
を
付
け
加
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

㈡
に
お
け
る
ケ
タ
ミ
ン
の
脅
威
、
不
正
の
あ
る
高
齢
者
介
護
施

設
、
家
事
労
働
者
の
死
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
検
死
官
裁
判
所
は
地

元
メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道
で
「
社
会
に
お
け
る
安
全
の
水
準
を
向
上
す

る
た
め
に
、
市
民
と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
」
の
だ
と
我
々
は
述
べ

た
。
い
く
つ
か
の
事
例
に
関
す
る
報
道
か
ら
、
市
民
と
情
報
を
共
有

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
に
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
多
く

の
判
決
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
よ
り
我
々
の
研
究
が
意
義

を
発
揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
々
が
こ
の
こ
と
を
指
摘

し
て
初
め
て
、
こ
の
共
有
が
市
民
間
に
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
検
死
官
が
市
民
に
訴
え
、
あ
る
い
は
他
の
団
体
を
代
表
し
て
い

く
状
況
だ
け
で
な
く
、
市
民
自
身
が
検
死
官
に
訴
え
て
い
く
よ
う
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
㈢
で
説
明
し
た
家
庭
内
暴
力
の
事

例
で
は
、
香
港
基
督
教
服
務
処
は
正
式
な
協
力
こ
そ
行
わ
な
か
っ
た

が
、
判
決
に
お
け
る
検
死
官
裁
判
所
の
協
力
的
な
姿
勢
を
正
当
に
評

価
し
て
お
り
、
政
府
を
非
難
し
て
い
た
。
最
初
の
検
死
を
撤
回
す
る

よ
う
検
死
官
へ
請
願
し
た
タ
オ
・
ム
イ
の
家
族
の
よ
う
に
、
直
接
的

で
あ
り
な
が
ら
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
検
死
官
へ
の
訴
え
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
項
の
第
二
の
事
例
と
最
後
の
事
例
は
、
市
民
が
検
死
官
裁
判
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所
に
対
し
他
の
公
的
機
関
と
異
な
っ
た
立
場
を
見
い
だ
し
、
市
民
が

検
死
官
に
訴
え
る
例
に
つ
い
て
述
べ
た
。
大
嶼
島
の
愉
景
湾
の
あ
る

夫
婦
の
下
で
働
い
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
家
事
労
働
者
、
ヴ
ィ
セ
ン

ト
・
フ
ロ
ア
ズ
（V

icenta Flores

）
の
死
は
、
二
〇
〇
八
年
検
死
官

が
行
動
に
移
す
よ
う
、
市
民
が
抗
議
す
る
理
由
と
な
っ
た
。
こ
の
際

に
、
警
察
の
第
一
判
決
は
親
戚
や
友
人
の
質
問
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
彼
女
は
彼
女
の
雇
用
者
か
ら
行
方
不
明
と
報
告
さ
れ

て
お
り
、
寝
巻
き
姿
で
雇
わ
れ
先
の
家
か
ら
逃
亡
し
た
の
を
目
撃
さ

れ
て
か
ら
、
四
日
後
に
大
嶼
島
の
東
涌
の
海
辺
で
溺
死
し
て
い
る
の

を
発
見
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
八
月
一
四
日
か
ら
八
月
一
七
日
ま
で

の
『
南
華
早
報
』
の
記
事
で
は
、
死
に
つ
い
て
の
詳
細
や
犯
罪
の
疑

い
、
早
急
に
検
死
官
へ
調
査
す
る
よ
う
に
警
察
へ
圧
力
を
か
け
る
支

援
者
の
集
会
に
つ
い
て
、
八
回
報
道
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
事
館

は
検
死
官
が
死
因
診
断
を
開
始
す
る
よ
う
に
直
接
促
す
こ
と
で
、
支

援
者
と
共
同
で
圧
力
を
加
え
た
。
支
援
者
は
「
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
へ
真
相

の
究
明
を
」（Justice for V

icky

）と
い
う
関
連
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

検
死
官
の
死
因
診
断
を
通
し
て
、
死
因
の
真
実
が
発
見
さ
れ
る
よ
う

に
、
互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
市
民
運
動
を
継
続
す
る
ブ
ロ
グ
を
設

け
た
。
新
聞
報
道
の
内
容
や
警
察
の
調
査
官
に
よ
る
事
件
の
表
面
的

な
処
理
に
つ
い
て
批
判
し
た
。
最
終
的
に
死
因
診
断
が
始
ま
り
、
陪

審
員
が
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
は
自
ら
命
を
た
っ
た
と
判
定
し
た
際
に
、
判

決
自
体
は
期
待
し
た
も
の
で
は
な
く
と
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理

者
は
検
死
官
の
専
門
家
と
し
て
の
公
平
な
仕
事
に
対
し
て
感
謝
の
意

を
表
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
案
に
干
渉
し
聴
取
す
る
よ
う
に

検
死
官
へ
市
民
が
訴
え
た
日
々
は
無
駄
で
は
な
い
と
わ
か
る
。

　

他
の
政
府
機
関
が
行
動
で
き
て
い
な
い
部
分
で
、
検
死
官
に
対
し

協
力
的
な
行
動
を
取
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
す
る
に

値
す
る
結
果
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
例
に
、
検
死
官
と
香
港
政
府

間
で
の
差
異
を
示
す
と
す
る
な
ら
ば
、
司
法
機
関
と
行
政
機
関
で
構

成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
政
府
内
で
の
市
民
へ
の
説
明
者
と
し
て

は
、
検
死
官
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
政
府
自
体
を
定
義
す
る
際
に
、

我
々
は
し
ば
し
ば
本
質
的
に
、
均
質
的
で
単
一
な
も
の
と
し
て
簡
単

に
想
像
す
る
。
し
か
し
、
近
年
の
社
会
人
類
学
者
や
政
治
人
類
学
者

に
よ
る
定
義
に
お
い
て
は
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
﹇D

as and Poole 
2004 ; Sharm

a and G
upta 2006

﹈。
こ
れ
を
念
頭
に
お
く
と
、
保
守

的
で
不
公
平
な
政
府
と
、
慈
悲
深
さ
と
専
門
性
を
兼
ね
揃
え
つ
つ
市

民
を
代
弁
す
る
政
府
（
検
死
官
と
い
う
形
態
）
と
の
比
較
を
前
提
に

し
つ
つ
政
府
を
再
定
義
す
る
な
ら
ば
、
香
港
の
検
死
官
裁
判
所
の
明

ら
か
に
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
、
我
々
は
政
府
と
い
う
概
念
を
通
し

て
定
義
し
て
い
る
の
だ
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
上
、

検
死
官
は
そ
れ
自
体
で
行
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
作
用

し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
政
治
的
に
不
満
を
抱
え
る
市
民
と
と
も

に
、
ま
た
そ
れ
ら
市
民
に
よ
る
代
議
的
な
役
割
を
通
し
、
相
互
的
な

働
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
我
々
は
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。
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法
律
上
の
現
象
と
い
う
狭
小
な
視
点
か
ら
み
る
と
、
司
法
機
関
の

機
能
は
、
法
律
に
従
い
、
公
平
に
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。

検
死
官
法
（C

oroner’ s O
rdinance

）
の
規
定
は
検
死
官
裁
判
所
の

司
法
上
の
役
割
は
死
亡
の
真
の
原
因
を
審
査
す
る
こ
と
で
あ
る
と
明

示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
死
亡
し
た
人
に
対
し
て
司
法
か
ら
公
平
性

を
与
え
る
こ
と
が
課
さ
れ
て
い
る
。
我
々
が
本
稿
で
香
港
の
検
死
官

の
役
割
の
発
展
を
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
法
律
は
検
死
官
に
人
々

の
保
護
と
政
治
的
な
代
弁
者
と
し
て
助
言
を
行
う
た
め
の
権
力
を
与

え
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
義
務
が
検
死
官
に
課
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は
ま
さ
に
検

死
官
が
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
よ
り
広
範
囲
な
視
野
で
み

る
こ
と
で
、
香
港
検
死
官
裁
判
所
の
文
脈
に
お
い
て
、
死
因
の
調
査

と
診
断
が
、
代
議
制
を
問
う
検
死
官
裁
判
所
の
役
割
に
つ
い
て
示
唆

す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
市
民
の
公
平
性
を
担
保
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
、
我
々
は
理
解
で
き
る
。

　

法
律
制
定
者
、
社
会
的
改
革
者
、
政
策
立
案
者
、
市
民
と
の
提
携

者
の
四
つ
の
代
議
的
な
役
割
に
つ
い
て
、
香
港
市
民
へ
の
検
死
官
裁

判
所
の
社
会
的
意
義
を
探
索
す
る
た
め
に
、
実
例
の
説
明
と
分
析
を

通
し
て
、
本
稿
で
は
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
役
割
は
市
民
の
安
全
を

守
る
た
め
の
広
範
な
責
務
に
全
て
関
連
す
る
。
そ
の
こ
と
が
、
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
市
民
を
代
表
し
て
検
死
官
が
行
動
し
て
い
る
よ

う
な
印
象
を
強
め
て
い
る
。
我
々
の
議
論
に
お
け
る
社
会
的
意
義
に

つ
い
て
十
分
に
考
察
す
る
に
は
、
本
稿
で
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
た
例

以
外
に
も
、
各
判
決
に
お
け
る
参
加
者
と
被
影
響
者
に
つ
い
て
よ
り

多
く
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
不
十
分
さ
を

修
正
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
発
生
し
て

い
る
市
民
の
関
心
や
、
こ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
役
割
に

お
け
る
検
死
官
の
意
義
や
影
響
の
可
能
性
を
考
察
す
る
た
め
の
一
次

資
料
と
し
て
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
事
例
の
記
録
、
特
に
地
元
メ

デ
ィ
ア
の
中
で
反
映
さ
れ
て
い
る
公
開
資
料
を
考
察
す
る
こ
と
は
妥

当
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
文
献
の
解
釈
を
基
本
と
し
た
学
問
で
は
な
い
が
、
付
加
さ

れ
る
べ
き
定
性
的
な
情
報
が
な
く
、
我
々
の
考
察
を
補
完
す
る
文
書

上
の
証
拠
を
多
く
留
保
し
て
い
る
。
文
献
は
意
義
を
与
え
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
チ
ェ
ン
（Le C

heng

）
は
司
法
の
判

断
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
く
理
解
を
め
ざ
し
て
、
台
湾
の
裁
判
所
と

中
国
大
陸
の
裁
判
所
に
つ
い
て
の
文
献
と
、
香
港
の
司
法
組
織
に
つ

い
て
の
文
献
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
﹇C

heng 2010

﹈。
住
民
陳

情
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
聴
取
か
ら
生
じ
た
事
例
で
は
、
検
死
官
裁

判
所
の
文
言
か
ら
我
々
が
検
討
し
た
以
上
に
、
積
極
的
な
考
察
や
意

見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
チ
ェ
ン
は
香
港
の
司
法
の
構
造

に
お
け
る
、
よ
り
重
大
な
複
雑
性
を
読
み
取
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
検
死
官
に
つ
い
て
我
々
が
述
べ
た
広
範
な
役
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割
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
チ
ェ
ン
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統

と
市
民
法
の
伝
統
と
の
対
立
の
結
果
を
取
り
上
げ
て
お
ら
ず
、
中
国

大
陸
と
台
湾
の
裁
判
所
が
「
単
一
な
制
度
上
の
言
葉
」
を
発
す
る
一

方
で
、
香
港
裁
判
所
が
「
市
民
共
同
の
言
葉
も
制
度
上
の
言
葉
も
発

し
て
い
る
」﹇C

heng 2010 : 297

﹈
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
市
民

の
代
表
と
し
て
の
よ
り
双
方
向
的
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
可
能
性
が
香
港
に
お
け
る
司
法
全
体
の
局
面
に
存
在
し
う
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

裁
判
官
の
意
図
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
の
原
点
に
戻

る
な
ら
ば
、
司
法
と
政
治
の
双
方
向
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
法
律
学

者
の
領
域
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス（A

. G
. G

riffith

）

の
研
究
は
、
公
平
の
虚
構
性
と
イ
ギ
リ
ス
人
判
事
間
で
の
実
務
的
か

つ
政
治
的
な
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
り
﹇G

riffith 1997

﹈、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
有
用
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
主
張
が
正
し
い
と

す
る
な
ら
、
香
港
検
死
官
裁
判
所
に
お
け
る
判
事
が
伝
統
的
な
司
法

機
能
に
従
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
他
の
民
主
主
義
的
な
機
能
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
司
法
機
関

と
は
個
人
間
だ
け
で
は
な
く
政
府
機
関
と
個
人
の
間
で
、
仲
裁
者
と

し
て
活
動
し
て
い
る
集
団
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
民
主
的
な

機
能
を
定
義
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
は
行
政
機
関
の
民

主
的
機
能
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
の
番

人
で
あ
り
、
政
治
権
力
に
対
抗
す
る
個
人
の
保
護
者
と
し
て
の
司
法

の
立
場
へ
の
葛
藤
に
つ
い
て
グ
リ
フ
ィ
ス
は
強
調
し
て
い
る
。
香
港

で
は
、
検
死
官
裁
判
所
に
つ
い
て
の
助
言
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

葛
藤
が
さ
ほ
ど
現
れ
て
い
な
い
。
個
人
の
生
命
を
保
護
す
る
た
め

に
、
行
政
に
従
事
し
て
い
る
人
々
の
悪
事
、
怠
惰
、
拙
劣
な
運
営
に

し
ば
し
ば
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
検
死
官
裁
判
所
の
判

事
や
陪
審
員
は
政
治
権
力
に
干
渉
し
て
い
る
が
、
一
方
で
干
渉
が
成

立
す
る
か
否
か
は
、
現
実
社
会
で
市
民
が
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
の
研
究
の
初
め
の
疑
問
に
帰
着
す
る
。
検

死
官
の
機
能
と
行
動
は
、
ど
の
よ
う
に
香
港
の
変
貌
す
る
社
会
に
影

響
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
を
通

し
て
、
社
会
的
勢
力
に
よ
っ
て
、
検
死
官
の
役
割
の
変
化
や
そ
の
役

割
の
新
た
な
形
態
を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
考
察
し
た
期
間
で
香
港

が
直
面
し
て
い
る
困
難
に
よ
り
、
検
死
官
裁
判
所
が
伝
統
的
な
役
割

を
拡
大
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
歴
史
上
初

期
の
検
死
官
制
度
に
適
用
さ
れ
る
多
く
の
変
化
が
、
そ
の
当
時
の
社

会
的
状
況
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
の
言
及
は
限
定
し
て

い
る
が
、
成
文
化
さ
れ
る
法
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
上

の
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
検
死
官
も
新
し
い
役
割
に
適
応
し
て
い
る
と

い
う
点
で
、
香
港
に
お
け
る
検
死
官
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
の

我
々
の
見
方
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の

は
、
検
死
官
の
役
割
は
明
白
な
政
策
で
は
な
く
「
副
次
的
な
基
盤
」

を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
の
だ
と
い
う
主
張
を
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
﹇Biehl 2013
﹈
の
だ
と
我
々
は
考
え
て
い
る
。
法
律
、
民
間
管
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理
政
策
、
あ
る
い
は
社
会
的
行
動
の
変
化
に
お
け
る
干
渉
機
能
に
お

い
て
、
香
港
の
市
民
を
代
表
す
る
可
能
性
の
中
で
、
検
死
官
は
空
白

を
埋
め
て
い
る
。
こ
の
死
と
市
民
の
安
全
の
司
法
化
は
、
検
死
官
が

香
港
や
そ
の
政
治
に
お
け
る
実
情
に
と
っ
て
社
会
的
意
義
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
の
社
会
的
意
義
は
市
民
社
会
に
お

け
る
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
の
近
年
の
議
論
と
も
関
わ
る
。
本
研
究

を
も
と
に
、
以
降
の
研
究
で
は
検
死
官
の
役
割
に
つ
い
て
の
よ
り
詳

細
な
説
明
と
分
析
を
し
て
い
き
た
い
。
皆
様
の
御
叱
正
、
御
批
判
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

原
注

〈
1
〉 

香
港
の
社
会
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
香
港
の
現
地
生
活

に
お
け
る
中
国
大
陸
の
影
響
が
鮮
明
に
な
る
に
つ
れ
、
近
年
社
会
学

者
の
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港
大
学
の
世
論
調
査

に
よ
り
、
香
港
返
還
以
後
、
香
港
に
お
け
る
香
港
人
と
中
国
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
溝
は
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

C
han

﹇2002

﹈
で
は
、
教
育
政
策
に
お
け
る
影
響
が
、Fung

﹇2004

﹈
で
は
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
双
方
向
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。Shen

﹇2014

﹈
で
は
香
港
と
大
陸
中
国
の
文
化
的
境
界

が
明
ら
か
に
消
失
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

〈
2
〉 D

orries ﹇2004 : 2

﹈.

〈
3
〉 D

epartm
ent of Justice of H

ong K
ong Special A

dm
inis tra-

tive R
egion G

overnm
ent 

﹇2004

﹈, T
he Legal System

 in H
ong 

K
ong, 

H
ong 

K
ong: 

G
overnm

ent 
Logistics 

D
epartm

ent 
of 

H
K

SA
R

 G
overnm

ent. p. 29 .

〈
4
〉 Fisher ﹇2010 : 89 , 171

﹈.

〈
5
〉 C

oroner’ s C
ourt 

﹇2013

﹈, C
oroners’  R

eport 2012 . H
ong 

K
ong: H

ong K
ong Judiciary. p. 19 , 28 .

〈
6
〉 Section 44  (1 ) of the C

oroner’ s O
rdinance.

〈
7
〉 H

ong K
ong M

onthly D
igest of Statistics, O

ctober 2009 , 
accessed online February 4 , 2014  at http:// www.statistics.gov.
hk/pub/B70910 FC

2009 XXXX
B0100 .pdf see Table 5 .

〈
8
〉 T

he R
esidential C

are H
om

es (Persons with D
isabilities ) 

O
rdinance cam

e into law, ending the voluntary schem
e, in 2011 .

〈
9
〉 

香
港
の
家
事
労
働
者
の
生
活
状
況
、
労
働
状
況
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、Constable ﹇1997

﹈
とC

hang and Ling ﹇2000

﹈
を
参
照
。

〈
10
〉 

二
〇
一
二
年
以
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
こ
の
条
約
を
施
行
し
て
い

る
が
、
香
港
（
と
中
華
人
民
共
和
国
）
は
未
だ
批
准
し
て
い
な
い
。

〈
11
〉 “ Lessons Learnt from

 T
in Shui W

ai Tragedy,”  in Christian 
Service N

ew
s , Issue 49  (2005 ): H

ong K
ong C

hristian Service, 
accessed online February 7 , 2014  at http://www.hkcs.org/enews/
e049 /e4902010 .htm

. 

こ
の
記
事
は
ポ
リ
ー
・
フ
イ
（Polly H

ui

）

の
レ
ポ
ー
ト
と
比
較
で
き
る
。
ポ
リ
ー
は
政
府
委
員
会
の
報
告
書
へ

の
政
府
の
対
応
の
遅
さ
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。“ W

elfare chief 
under fire over T

in Shui W
ai,”  in the South China M

orning Post , 
N

ovem
ber 23 , 2004 , accessed online February 7 , 2014  at http://

w
w

w.scm
p.com

/article/479261 /w
elfare-chief-under-fire-over-

tin-shui-wai.
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〈
12
〉 Tom

m
y Lewis titled “ Fourth student at T

in Shui W
ai 

school com
m

its suicide,”  in the South China M
orning Post , 

N
ovem

ber 12 , 2004 , accessed online February 7 , 2014  at http://
w

w
w.scm

p.com
/article/434388 /fourth-student-tin-shui-w

ai-
school-com

m
its-suicide.

〈
13
〉 W

u ﹇2006 , N
ovem

ber 17

﹈
よ
り
引
用
。

〈
14
〉 W

u ﹇2006 , N
ovem

ber 17

﹈.
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